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2 　平成25年度の事前審査に係る試掘・
確認調査の概要

⑴　正尺Ａ遺跡　第16～20次調査（2013105・
2013116・2013151・2013172・2013173）

所 在 地　 新潟市北区葛塚字正尺3071番 3（2013105）、
葛塚字正尺4770番 1 外（2013116）、葛塚
543－1外（2013151）、葛塚4745（2013172）、
葛塚4689－1外（2013173）

調査の原因　倉庫建設（民間事業・2013105）、
　　　　　　個人住宅建設（民間事業・2013116）、
　　　　　　集合住宅建設（民間事業・2013151）、
　　　　　　歯科医院建設（民間事業・2013172）、
　　　　　　宅地造成（民間事業・2013173）
調 査 期 間　 平成25年 4 月22日（ 1 日間・2013105）、

6月20日（ 1日間・2013116）、8月29日、
9月12・13日（ 3日間・2013151）、

　　　　　　10月 9 ・10日（ 2日間・2013172）、
　　　　　　10月10・11・23日（ 3日間・2013173）
調 査 面 積　 15.3㎡（調査対象面積99.0㎡・2013105）、

18.0㎡（調査対象面積230.0㎡・2013116）、
42.9㎡（調査対象面積706.0㎡・2013151）、
22.7㎡（調査対象面積543.5㎡・2013172）、
50.9㎡（調査対象面積1,515.8㎡・2013173）

調 査 担 当　朝岡政康
処 置　慎重工事
調査に至る経緯 平成25年度は 5件の試掘・確認調査

を実施した。第16～18次が正尺Ａ遺跡、第19次が正尺
Ａ・Ｂ遺跡、第20次が正尺Ｂ遺跡としての調査であった。
これらの調査の結果、正尺Ｂ遺跡が正尺Ａ遺跡に統合さ
れる形で 1つの遺跡となる予定である。
第16次：倉庫建設に伴い平成25年 4 月 4 日付で提出さ

れた『文化財保護法』第93条の届出を受け、平成25年 4
月19日付で着手報告を提出し、確認調査（2013105）を
実施した。
第17次：個人住宅建設に伴い平成25年 6 月18日付で提
出された『文化財保護法』第93条の届出を受け、平成25
年 6 月18日付で着手報告を提出し、確認調査（2013116）
を実施した。
第18次：集合住宅建設に伴い遺跡の広がりを確認する
ため平成25年 8 月26日付で着手報告を提出し確認調査
（2013151）を実施した。その結果を受け平成25年 9 月26
日付で『文化財保護法』第93条の届出が提出された。
第19次：歯科医院建設に伴い平成25年10月 1 日付で提
出された『文化財保護法』第93条の届出を受け、平成25

年10月 4 日付で着手報告を提出し、確認調査（2013172）
を実施した。正尺Ｂ遺跡としても調査を行っており、そ
の結果、正尺Ｂ遺跡の範囲が拡大し、正尺Ａ遺跡と接す
るようになった。
第20次：宅地造成に伴い遺跡の有無を確認するため平

成25年10月 4 日付で着手報告を提出し、試掘調査
（2013173）を実施した。調査の結果、正尺Ｂ遺跡の範囲
が拡大した。
位置と環境 正尺遺跡群は地点によって正尺Ａ～Ｄ遺

跡として周知化されている。いずれも自然堤防（新砂丘
Ⅰ－ 3）上に立地し、遺構確認面の標高は約1.5ｍを測
る。これまでの調査成果から、古墳時代は新潟シンポ編
年〔滝沢2005〕 6 ・ 7 期にほぼ限定される集落と考えら
れている〔土橋2006〕。
検出遺構 基本層序については、Ⅲ・Ⅳ層が古墳時代

の遺物包含層、Ⅳ層上面が古墳時代の遺構確認面であ
る。Ⅴ層は第20次調査 2 Ｔで弥生土器が出土しており、
弥生時代の遺物包含層と考えられる（図 2）。
検出遺構は表 1の通りである。第18次調査の 2Ｔ壁面

で畦畔の可能性のある高まりが認められ（図 2）、水田
の存在が推測される。また、第19次調査では、 1・ 2Ｔ
で土坑状の落ち込みが壁面で確認された（SX 1 ・ 2 ）。
SX 1 覆土からは古墳時代前期の土師器片が出土した。
第16次調査では、Ⅲ層を遺構確認面とする川跡が検出さ
れた。川跡からは近世陶磁器がまとまって出土した。第
17次調査では、Ⅲ層を遺構確認面とする溝が検出され
た。溝からは近世陶磁器が出土している。
出土遺物 試掘・確認調査 5件における出土遺物の総

数は表 2の通りである。このうち遺存率の高い遺物を中
心に図化した。なお、正尺Ａ遺跡の本発掘調査では近世
陶磁器がまとまって出土していることから〔尾崎2001〕、

図 1　調査位置図（ 1 /10,000）
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本書においても出土した近世陶磁器の一部を掲載した。
以下、調査別に報告遺物について記す。
第16次調査（ 1 ～ 6）　 1・ 2 は 1 ＴのⅣ層、 3・ 4
は 1Ｔの川跡 2層、 5は 2Ｔの川跡 3層、 6は 1ＴのⅢ
層出土である。
1は甕の口縁部で、端部は面取りされている。 2は小

形壺の体部である。器面の磨滅が激しく調整は不明。内
面に粘土紐の接合痕が確認される。 3は磁器椀で、波佐
見系に属すと考えられる。外面には草花文が染付される。
高台接地部には砂粒の溶着が認められる。18世紀代。 4
は素焼きの焙烙で、外面にススが付着する。 5は磁器の
皿で、蛇ノ目高台が付く。底部外面の見込みに渦福をも
つ。肥前産で、時期は19世紀初頭に位置づけられる。 6
は砥石である。平面形は長方形を呈す。下面以外の 5面
で線状痕などの使用痕が観察される。長さ8.0cm、幅
2.8cm、厚さ1.9cm、重さ90.5ｇ。石材は安山岩。
第17次調査（ 7～11）　 7・ 8・10・11が 1 ＴのⅢ層、
9が 1ＴのⅡ層出土である。 7は直口壺の口縁部で、頸
部から下を欠損する。口縁端部は尖り気味に収まる。内
外面とも赤彩が施される。外面は縦位、内面は横位のヘ
ラミガキが確認される。 8 は有段口縁壺の口縁部であ
る。 9・10は甕の口縁部。口縁端部は丸く収まる。11は
近世陶器の鉢である。片口鉢の可能性もある。口径は
19.3cmを測る。底部内面の一部には重ね焼き時に生じ
たと考えられる粘土の付着が観察される。
第18次調査（12～14）　全て 1 ＴのⅢ層出土である。

12は器台の脚部と推測する。ハの字状に開く形態である。
外面はヘラミガキ、内面はハケメが認められる。13は東
海系高杯の杯部と推測する。復元口径は18.0cm。口縁端
部は尖り気味に収まる。内外面にヘラミガキ調整が施さ
れる。14は甕の口縁部である。口縁端部は外に短く屈曲
して張り出す。頸部外面にハケメ調整が認められる。
第19次調査（15～19）　15・18・19は 1 ＴのⅢ層、
16・17は 2 ＴのⅢ層出土である。15は壺の底部と考え
る。胎土は長さ0.5～2.0mmほどの長石・石英・各種岩
石のほか雲母を含む。18・19は外面に「縄目」をもつ土
器であり、RL原体を用いて縦位に帯状縄文が施文され
る。18・19とも焼成不良のため、黒褐色系の色調を帯び
る。胎土は長石・石英のほか各種岩石を含むが、いずれ
も長さ0.5mmほどの微細片である。雲母は認められな
い。なお、両者は焼成・胎土とも類似しており、同一個
体の可能性がある。16は東海系高杯の杯部と考える。内
外面ともヘラミガキ調整が行われる。口縁端部は丸く収
まる。17は甕の口縁部である。口縁端部は丸く収まる。
まとめ 取扱いについては、遺跡への影響が大きいと

考えられる部分については協議を行い工事計画の変更を
行ったため、各工事ともに遺跡への影響が少ないと判断
し、慎重工事としている。
出土遺物は細片が多く時期比定が困難なものもある

が、総体的にはこれまでの調査成果と同様、新潟シンポ
編年〔滝沢2005〕 6 ・ 7 期を中心とする時期と考えて良
いであろう。また、近世陶磁器は18世紀を中心とする時
期が主体をなし、正尺Ａ遺跡の本発掘調査の成果〔尾崎
2001〕と共通した内容といえる。
注目されるのは帯状縄文を有する土器（18・19）であ

る。 1 ＴのⅢ層からの出土である。縄文施文の特徴か
ら、続縄文土器と判断される。15を含め、同層から出土
した遺物は古墳時代に限定され、これまでの調査成果を
あわせると、新潟シンポ編年 6・ 7期を中心とする時期
の可能性が高い。周辺で続縄文土器が出土した遺跡は、
南東約1,100ｍの新潟市北区椋Ｃ遺跡と南南東約1,100ｍ
に位置する同葛塚遺跡があるほか、南東約2,200ｍには
阿賀野市腰廻遺跡が存在する。椋Ｃ遺跡は正尺遺跡に比
べて古相の土器が主体をなし、新潟シンポ編年 2・ 3期
及び 4・ 5期以降の土器が出土している。また、続縄文
土器は後北Ｃ 1式末～Ｃ 2－Ｄ式と一般的な後北Ｃ 2－
Ｄ式土器がある〔滝沢2014〕。葛塚遺跡の続縄文土器は、
一般的な後北Ｃ 2 －Ｄ式土器と理解されており〔前山
2002〕、新潟シンポ編年 4・ 5 期から中期前半を中心と
した在地の土器が出土している〔滝沢2014〕。腰廻遺跡
の続縄文土器は一般的な後北Ｃ 2－Ｄ式土器とされ、弥
生時代後期から古代の土器が出土している〔滝沢2014〕。
なお、正尺遺跡群ではこれまでも縄文施文土器が報告

されている。加藤学氏は、正尺Ｃ遺跡第 2 次調査
（2000005）で出土した縄文施文土器について天王山系と
捉え、この系譜にある縄文施文土器が新潟シンポ編年
6・ 7 期まで残存する可能性を指摘した〔加藤2011〕。
正尺Ｃ遺跡は18・19出土の調査区から西に約600ｍの場
所に位置し、地点を異にする。また、正尺Ｃ遺跡で報告
された縄文施文土器の中に18・19のような帯状縄文は確
認できない。
県内の一般的な後北Ｃ 2－Ｄ式土器の分布は旧福島潟
周辺と角田・弥彦山麓に限定される〔前山1999・滝沢
2014〕。今回、新たに正尺Ａ遺跡で続縄文土器が確認され
たことで、弥生時代の終わりから古墳時代にかけ、旧福
島潟周辺が続縄文土器分布の主体をなす〔滝沢2014〕こ
とがより鮮明となった。旧福島潟周辺の地域性はもとよ
り、東日本の古墳時代像を考えるうえで重要な資料とい
えよう。続縄文土器については、新潟県教育庁文化行政
課滝沢規朗氏からご教示頂いた。 （相田泰臣・金田拓也）
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図 2　トレンチ位置図（ 1 /100）・土層柱状図（ 1 /50）
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表 1 　検出遺構一覧
トレンチ名 遺構 遺構検出面 時期
第16次調査（2013105）

1T 川跡　1 Ⅲ層 近世
2T 川跡　1

第17次調査（2013116）
1T 溝状遺構　1 Ⅱ層 近世

第18次調査（2013151）
2T 畦畔？　1 Ⅴ層 古墳時代

第19次調査（2013172）
1T 土坑状の落ち込み（SX1）　1 Ⅲ層 古墳時代
2T 土坑状の落ち込み（SX2）　1 Ⅲ層 古墳時代

土層注記
Ⅰ層 褐色シルト　盛り土。
Ⅱ層 褐色シルト　撹乱層。ⅠとⅢ層ブロック塊層。
Ⅲ層 にぶい黄色シルト　酸化し赤味を帯びる。湧水。
 ●土師器（古墳時代前期か）少量出土。
Ⅳ層 にぶい黄色シルト　炭化物粒少混。水草の根、縦方向に多混。高師小僧多混。
 ●層の最下部から土師器（古墳時代前期か）
Ⅴ層 青灰色～にぶい黄色シルト　にぶい黄色から青灰色へグライ化する。
 青灰色側は砂質が強くなる。湧水激しい。
川跡 1層 黄褐色シルト　●近世陶磁器多数出土。
川跡 2層 緑灰色シルト　腐食物多混。　●近世陶磁器多数出土。
川跡 3層 黒褐色シルト　しまり×　腐食物（ガツボ）層。
川跡 4層 青灰色シルト　しまり×　3層の腐食物少混。
川跡 5層 にぶい黄色シルト　Ⅲ層に近似するが、全体に汚れている。
川跡 6層 にぶい黄色シルト　青灰色の川砂がラミナ状に入る。腐食物少混。

土層注記
砕石層 表土・砂利敷き駐車場 
Ⅰ層 黄灰色砂（盛砂層）
Ⅱa層 褐灰色砂混シルト　粘性△　しまり○　（水田耕作土）
Ⅱb層 褐灰色砂混シルト　粘性○　しまり○　
 層の下位は踏み抜き状に乱れる。Ⅱa層より粘性強い。 
Ⅲa層 緑灰色シルト　粘性○　しまり○　黒色粒子多混。Ⅱb層ブロック混。
Ⅲb層 緑灰色～青灰色シルト　粘性◎　しまり○　
 遺物包含層。灰オリーブ色砂質シルトブロック多混。
 Ⅲa層よりボソボソする。Ⅳ層より暗い緑灰色 腐食植物片多い。
（※）Ⅲa・Ⅳ層はⅢb層との識別困難。遺物が出土しないと認識できない。
Ⅲc層 暗灰黄色シルト　粘性○　しまり△（やや砂質）
Ⅳ層 緑灰色～青灰色シルト　粘性◎　しまり△　遺構検出面。
Ⅴ層 灰色シルト　粘性○　しまり△
Ⅵ層 暗灰黄色シルト　粘性△　しまり△
（※）Ⅳ～Ⅵ層は下層へ向かい砂質強くなる。
SX 1 　 1 層 緑灰～青灰色シルト　粘性○　しまり○
 灰オリーブ色砂質シルトブロック多混。遺物入る。
SX 2 　 1 層 灰色粘土　粘性○　しまり△

土層注記
Ⅰa層 黄灰色砂（盛土層）
Ⅰb層 褐色土（盛土層）
Ⅰc層 黒色土（盛土層）
Ⅰd層 暗褐色土（盛土層）
Ⅱa層 褐灰色粘土（水田耕作土）　粘性○　しまり○
Ⅱb層 褐灰色粘土　粘性○　しまり○
Ⅲa層 緑灰色粘土　粘性◎　しまり○
Ⅲb層 灰色～緑色粘土　粘性◎　しまり◎　古墳時代遺物包含層。
Ⅳa層 灰色粘土　粘性○　しまり△
 古墳時代遺物包含層もしくは遺構検出面。黒味強い。炭化物粒混。
Ⅳb層 灰色粘土　やや砂質　粘性○　しまり△
Ⅴa層 緑灰色粘土　腐食物少混　粘性◎　しまり○　弥生時代遺物包含層。
Ⅴb層 緑灰色粘土　砂質強い　粘性△　しまり△
Ⅵ層 褐灰色～暗褐色粘土　粘性△　しまり○　シルト質。ラミナ状堆積。
Ⅶ層 灰色シルト　粘性○　しまり○　Ⅴ層より砂質強い。
Ⅷa層 黒褐色粘土　粘性○　しまり○
Ⅷb層 褐灰色粘土　粘性○　しまり○
Ⅸ層 灰色シルト　粘性○　しまり○

土層注記
Ⅰ層　　砂　盛り土。
Ⅱ層　　暗灰色粘土（旧表土）　古墳時代の土器が出土するが、現代品も混ざる。
Ⅲ層　　オリーブ灰色粘土　粘性○　しまり○　
　　　　古墳時代の土器出土（古墳時代遺物包含層）。未分解の湿地性植物の根入る。
Ⅳ層　　緑灰色シルト　粘性○　しまり○　未分解の湿地性植物の根多く入る。
　　　　Ⅲ層ブロック多く混ざる。
Ⅴ層　　灰色粘土　粘性○　しまり○　ややシルト質。未分解の湿地性植物の根少量入る。
Ⅵ層　　灰色シルト　砂質強い　緑灰色シルトブロック少混

土層注記
Ⅰ層 黄褐色砂　（盛り砂）
Ⅱ層 オリーブ黒色シルト　粘性○　しまり○　水田耕作土。
 層の下位は踏み抜き状に乱れる。
Ⅲa層 灰色粘土　　粘性◎　しまり◎　Ⅲb層よりやや明るい。
Ⅲb層 灰色粘土　　粘性◎　しまり○　古墳時代遺物包含層。
Ⅳ層 灰色粘土　　粘性◎　しまり○　遺物入らない。
 Ⅲb層より弱若シルト質だが分層困難（遺物の有無のみで分層）。
Ⅴ層 灰色粘土　　粘性○　しまり○　Ⅵ層シルトラミナ状に入る。
Ⅵ層 緑灰色シルト混粘土　　粘性△　しまり△　砂質強い。
Ⅶ層 灰色シルト混粘土　　　粘性△　しまり△　Ⅵ層より砂質（細砂）強い。
Ⅶ層 灰色シルト混粘土　　　Ⅶ層と同質だが流木が混ざる。

1層 灰色粘土　粘性○　しまり○　 2・ 3層より明るい。
2層 灰色粘土　粘性○　しまり○　Ⅲb層より明るいがⅢa層より暗い。
3層 灰色粘土　粘性○　しまり○　緑灰色粘土混。
4層 灰色粘土　粘性○　しまり○　 3層と同質だがⅥ層ブロック多く含む。
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1

第16次（2013105）

第17次（2013116）

第18次（2013151）

第19次（2013172）

2

3

4

5
6

7

8

9

10

11

12
13

14

15
16

17

18

19

赤彩

図 3　遺物実測図（ 1 / 3 ）

図 4　阿賀北を中心とした弥生後期～古墳前期の遺跡〔滝沢2014〕

表 2　出土遺物一覧（数字は破片点数）
トレンチ名 出土位置 弥生土器 土師器（古墳）続縄文土器 近世土師器・陶磁器 石製品 木製品
第16次調査（2013105）

1Ｔ

Ⅱ 2 1
Ⅲ 15 4 2
Ⅳ 25

川跡 2層 2 42 2
2Ｔ 川跡 3層 5
合　計 44 52 2 2

第17次調査（2013116）

1Ｔ
Ⅰ 34 1
Ⅱ 23
溝 2 4

合　計 59 5
第18次調査（2013151）
1Ｔ Ⅱ 97

2Ｔ Ⅰ 3
Ⅱ 79

合　計 176 3
第19次調査（2013172）

1Ｔ Ⅱ 212
SX1.1層 2

2Ｔ Ⅱ 44 2
合　計 258 2

第20次調査（2013173）

2Ｔ
Ⅱ 10
Ⅲ 1
Ⅳ 1

3Ｔ Ⅱ 2
合　計 1 13
総　計 1 550 2 60 2 2
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⑵　下郷南遺跡 第 1・ 2 次調査（2013106・
2013152）

所 在 地　新潟市江南区横越中央四丁目3986番 1 外
調査の原因　宅地造成（民間事業・2013106）、
　　　　　　個人住宅建設（民間事業・2013152）
調 査 期 間　平成25年 4 月30日、 5月 1日、 6月 3～

12日（ 8日間・2013106）、
　　　　　　平成25年 8 月28・29日
　　　　　　（ 2日間・2013152）
調 査 面 積　199.04㎡
　　　　　　（調査対象面積3,386.57㎡・2013106）、
　　　　　　18.0㎡
　　　　　（調査対象面積304.91㎡・2013152）
調 査 担 当　朝岡政康（2013106）、
　　　　　　諫山えりか（2013152）
処 置　工事立会
調査に至る経緯 下郷南遺跡は、宅地造成に伴う試掘

調査（第 1次調査）によって発見された遺跡である。
平成25年 3 月11日に江南区建設課より歴史文化課に遺
跡の有無について照会があり、周知の埋蔵文化財包蔵地
には該当しないが、その有無を確認するため試掘調査の
実施等について協議が必要と回答した。これを受けて、
江南区建設課が事業者へ回答し、事業者より埋蔵文化財
の事前調査についての依頼があり（平成25年 4 月30日
付）、着手報告を提出し（平成25年 4 月30日付）、試掘調
査（第 1次・2013106）を実施した。
4月30日・ 5月 1日の試掘調査では、 1～ 8Ｔを設定

した。この調査により新遺跡の存在が明らかとなった
が、遺跡範囲や内容が不明確であった。このため、事業
者との協議を行い、未調査の部分について樹木や家屋を
撤去後に追加調査することにした。 6 月 3 ～12日に 9
Ｔ・10Ｔを設定し、追加調査を行った（2013106）。その
後、『文化財保護法』第93条の届出が提出された（平成
25年 6 月25日付）。上記の第 1 次調査の結果、開発範囲
のほぼ全域が平安時代、鎌倉～室町時代、近世初頭の集
落遺跡であることが判明した。遺跡名は小字名の「下
郷」を冠し、既存遺跡名との重複を避け「下郷南遺跡」
として周知化した。
第 2次調査は、個人住宅建設に伴って 8月28・29日に

実施した確認調査である。『文化財保護法』第93条の届
出が提出され（平成25年 7 月29日付）、これを受けて着
手報告を提出し（平成25年 8 月28日付）、確認調査を実
施した（2013152）。第 1次調査時には建物等があり、試
掘トレンチを設定できなかった地点であり、建物撤去後
に 3×3ｍのトレンチを 2か所設定した。

位置と環境 下郷南遺跡は、阿賀野川左岸の自然堤防
上に位置する。現在の阿賀野川河口から約13.8kmの地
点である。標高は約3.9～4.5ｍを測り、南から北に向
かって低くなる。
検出遺構 第 1次調査では10か所のトレンチを設定し

た。調査対象面積に対する調査面積は約17％である。基
本層序は、Ⅰ～Ⅶ層に分層し、Ⅲ層は細分できる。Ⅰ層：
表土・畑耕作土・盛土、Ⅱ層：にぶい黄褐色シルト、Ⅲ

図 1　調査位置図（ 1 /10,000）

第 1次調査10Ｔ全景（南から）

第 1次調査SX22完掘状況（西から）
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a層：褐灰色シルト、Ⅲb層：灰黄褐色～にぶい黄褐色～
青灰色シルト、Ⅲｃ層：黒色～黒褐色～オリーブ黒色シ
ルト、Ⅳ層：黄褐色シルトである。Ⅲa層が遺物包含層
となる。遺構確認面はⅢｂ・ｃ層、Ⅳ層の 3面ある。Ⅲ
ｂ（中世上面）・ｃ（中世下面）層は中世の遺構確認面
であり、Ⅳ層が古代の可能性が高い。中世上面と下面に
は大きな時期差は確認できない。また、調査中はⅢｂ・
ｃ層上面での遺構確認が困難なため、Ⅳ層上面で遺構確
認を行った。
検出した遺構は 3Ｔで溝（SD） 1 条、 6 Ｔで溝 1条、
9 Ｔで井戸（SE） 1 基、10Ｔで井戸 3 基（SE 8 ：中世
下面、SE 9：中世下面）・土坑（SK） 3基・溝 2条（SD
3 ：中世下面、SD18：中世下面）・ピット（Ｐ）14基
（P 6 ：古代、P30：中世上面）・性格不明遺構（SX） 2
基（SX11：中世上面、SX22：中世下面）である。
井戸の底面標高は 9Ｔ（SE 2 ）が1.5ｍ、10Ｔ（SE 8 ・
9 ・13）が2.2ｍ前後である。北側の 9 Ｔの方が低く、
地形の傾斜に一致する。
10Ｔから大形の性格不明遺構（SX22）が確認されて

いる。SX22の 8 層からは多量の中世土師器が出土した。
SX22の中世土師器のほぼすべてが 8 層からの出土であ
る。完形品に近いものも多いことから、意図的に廃棄さ
れたと考えられる。
第 2次調査では 2か所のトレンチを設定した。調査対

象面積に対する調査面積は約17％である。基本層序は
Ⅰ～Ⅵ層に分層でき、Ⅳ層は細分できる。Ⅰ層：盛土、
Ⅱ層：淡灰褐色粘土、Ⅲ層：灰褐色粘土、Ⅳ層：暗灰
色～黒褐色粘土、Ⅴ層：青灰色シルト、Ⅵ層：灰褐色粘
質シルトである。Ⅲ層が遺物包含層であり、Ⅴ層が遺構
確認面となる。検出した遺構は性格不明遺構 2基、ピッ
ト 1基である。
出土遺物 出土遺物の種別と点数は表 1のとおりであ

る。
第 1次調査（2013106）では、土師器（古代）、中世土

師器・陶磁器、近世（以降）陶磁器、石製品、木製品が
出土した。このうち、85点を掲載した。土師器は 6Ｔ・

8Ｔ・10Ｔで、中世の遺物は 1Ｔ・ 3Ｔ・ 5Ｔ・ 6Ｔ・
9Ｔ・10Ｔで出土している。
10TSX22の黒色灰層である 8 層より出土した中世土

師器について特筆する。出土した中世土師器はすべてロ
クロ成形底部ヘラ切りによるものである。この技法は阿
賀野川以北の特に南部域に分布する。下郷南遺跡では、
図 7－17のように底部切り離しに使用したヘラの木目が
顕著に残るものが目立つ。類似のヘラ切り痕は新発田城
跡堀 2出土の中世土師器に見ることができる〔鶴巻ほか
1997〕。SX22より出土した中世土師器の法量は、大中小
の 3法量に分けられる。法量分布図を図 2に示した。小
が最も多く（65.2％）、大はごく少量である（2.2％）。ま
た、分類に当てはまらないものが 1 点ある。各法量は
大：口径13.8～14.0cmで器高 3 cm弱、中：口径11.2～
12.8cmで器高2.3～3.5cm、小：口径6.4～8.3cmで器高0.9～
1.5cmである。これらの法量は二ッ割遺跡SD1113出土の
ヘラ切り中世土師器と近似する〔水澤2005〕。これらを
勘案すると、下郷南遺跡出土の中世土師器は新発田城跡
堀 2 と二ッ割遺跡SD1113と同時期に位置付けられ、14
世紀代のものといえる。これまで、ロクロ成形底部ヘラ
切りの中世土師器は、阿賀野川以南でも少量出土してい
るが、主に阿賀野川以北に分布が限られていた。しか
し、阿賀野川以南の下郷南遺跡から一定量の出土したこ
とにより、分布域の広がりが確認できた。
第 2 次調査（2013152）では、土師器（古代）と中世

土師器、近世（以降）陶磁器、石製品が出土している。
ま と め 第1次調査（2013106）では、一括性が高く、

遺存状態も良好な中世土師器が出土した。今後の当該周辺
地域での編年研究に活用できる資料であると評価できる。
試掘・確認調査後の開発行為に対しての取扱いに関し

て、「新潟県発掘調査の要否等の判断基準」に拠ると、
道路部分については、原則として本発掘調査を実施し、
記録保存の対象とされている。今回の開発行為に対して
も本来ならば、本発掘調査の対象となるが、協議開始日
から工事開始日までの期間が短く、本発掘調査を実施す
る猶予がなかった。このため、追加の試掘調査である 9
Ｔ・10Ｔの調査をもって道路部分の記録保存に代え、こ
れ以外の道路部分については工事立会として取扱った。
宅地造成地縁辺の擁壁部と排水路については、面積が狭
小であること、宅地部については保護層が確保できるこ
とから、新潟県発掘調査の要否等の判断基準に拠り、い
ずれも工事立会（2013250）として対応した。
第 2 次調査（2013152）については、個人住宅である

ことから、同判断基準に拠り、工事立会（2013264）と
して対応した。 （相澤裕子）図 2　第 1次調査SX22出土中世土師器法量分布図

:31.5

:2.2

:65.2
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図 3　トレンチ位置図（ 1 /1,000）

図 4　土層柱状図（ 1 /50）

表 1　遺物集計表
第 1次調査（2013106）
トレンチNo. 遺構 土師器 青磁 白磁 珠洲焼 越前焼 北越窯 瓦器 中世土師器 近世以降陶磁器 時期不明陶器 時期不明土器 鍛冶関連遺物 粘土塊 石製品 木製品

1T 1 1 8 1
2T 5 1 3
3T 1 1 1
5T 3 1
6T 41 3 1 3 3 1 3
7T 5
8T 1 1
9T SE2 2 2 4
9T 5 15
10T SE8 3 1
10T SE9 2 2
10T SE13 17 1
10T SK7 1
10T SK15 1 1
10T SK17 1
10T SX22 1 228 1 1 2
10T P4 4 1
10T P5 1
10T P16 5
10T P20 1
10T カクラン 1 2 7
10T 98 5 1 4 6 5 219 96 1 1 3 4

合計 162 6 1 11 2 6 6 473 148 1 1 3 7 14 4

工事立会（2013250）
近世以降陶磁器

合計 21

第 2 次調査（2013152）

※接合後の破片点数

トレンチNo. 土師器 中世土師器 近世以降陶磁器 石製品
1T 17 3 27 3
2T 2 2 63 2
合計 19 5 90 5

0 40m

土層注記（2013106）
Ⅰa層 建築物撤去に伴う盛土
Ⅰb層 黄灰色～暗灰黄色シルト（2.5Y5/1～2.5Y5/2）　表土、畑耕作土、盛土（5T）。
Ⅱa層 にぶい黄褐色シルト（10YR5/3）　旧表土。近世陶磁器少量出土。
Ⅱb層 灰色（5Y5/1）～暗灰黄色（2.5Y4/2）シルト　粘性強い、しまり弱い～強い。
Ⅲa層 褐灰色シルト（10YR5/1）　粘性強い、しまり弱い。遺物包含層。炭化物少混。
 ややブロック状粒子。
Ⅲb層 灰黄褐色～にぶい黄褐色～青灰色シルト（10YR5/2～10YR5/3）　粘性弱い、しまり強い。 
 炭化物粒少混。1Ｔ・7Ｔでは青灰色。遺構検出面（中世上面）。
Ⅲc層 黒色～黒褐色～オリーブ黒色シルト（2.5Y3/1～5Y3/1）　粘性非常に強い、しまり強い。
 遺構検出面（中世下面）。
Ⅳ層 黄褐色シルト（2.5Y5/4）　粘性強い、しまり弱い。遺構検出面（古代）。
Ⅴ層 青灰色粘土（5BG5/1）　粘性非常に強い、しまり強い。
Ⅵ層 灰色粘土（N6/0）　粘性強い、しまり弱い。
Ⅶ層 灰白色粘土（2.5Y7/1）　粘性非常に強い、しまり強い。

土層注記（2013152）
Ⅰ層 褐色土　盛土。
Ⅱ層 淡灰褐色粘土
Ⅲ層 灰褐色粘土　遺物包含層。
Ⅳa層 黄緑色がかった暗灰色粘土
Ⅳb層 暗灰色粘土と黒灰色粘土が斑状に混じる
Ⅳc層 黒褐色粘土
Ⅴ層 青灰色粘質シルト
Ⅵ層 灰褐色粘質シルト　Ⅵb層よりⅥa層のほうが粘性強い。
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図 5　第 1次調査 9・10Ｔ平面図（ 1 /80）、基本層序断面図（ 1 /60）

土層注記
Ⅰa層 建築物撤去に伴う盛土
Ⅰb層 黄灰色～暗灰黄色シルト（2.5Y5/1～2.5Y5/2）　表土、畑耕作土、盛土（5T）。
Ⅱa層 にぶい黄褐色シルト（10YR5/3）　旧表土。近世陶磁器少量出土。
Ⅱb層 灰色（5Y5/1）～暗灰黄色（2.5Y4/2）シルト　粘性強い、しまり弱い～強い。
Ⅲa層 褐灰色シルト（10YR5/1）　粘性強い、しまり弱い。遺物包含層。炭化物少混。
 ややブロック状粒子。
Ⅲb層 灰黄褐色～にぶい黄褐色～青灰色シルト（10YR5/2～10YR5/3）　粘性弱い、しまり強い。 
 炭化物粒少混。1Ｔ・7Ｔでは青灰色。遺構検出面（中世上面）。
Ⅲc層 黒色～黒褐色～オリーブ黒色シルト（2.5Y3/1～5Y3/1）　粘性非常に強い、しまり強い。
 遺構検出面（中世下面）。
Ⅳ層 黄褐色シルト（2.5Y5/4）　粘性強い、しまり弱い。遺構検出面（古代）。
Ⅴ層 青灰色粘土（5BG5/1）　粘性非常に強い、しまり強い。
Ⅵ層 灰色粘土（N6/0）　粘性強い、しまり弱い。
Ⅶ層 灰白色粘土（2.5Y7/1）　粘性非常に強い、しまり強い。
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図 6　第 1次調査 9・10Ｔ遺構断面図（ 1 /60）
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6T　SD（1） 9T　SE2（2～4）

1
（SD .1層）

2
（SE2.8層）

3
（SE2.3層）10T　SE9（5・6）

5
（SE9.8層）

10T　SE13（9～12）

9
（SE13.11層）

10T　SK15（13）

13
（SK15.1層）

10
（SE13.11層）

11
（SE13.11層）

12
（SE13.11層）

6
（SE9.下層）

10T　SE8（7・8）

7
（SE8.1層）

8
（SE8.1層）

4
（SE2.3層）

10T　SX22（14～38）

14
（SX22.8層）

15
（SX22.8層）

16
（SX22.8層）

30
（SX22.8層）

31
（SX22.8層）

32
（SX22.8層）

36
（SX22.9層）

37
（SX22.8層）

38
（SX22.8層）

34
（SX22.8層）

33
（SX22.8層）

35
（SX22.8層）

18
（SX22.8層）

19
（SX22.8層）

17
（SX22.8層）

20
（SX22.8層）

21
（SX22.8層）

22
（SX22.8層）

23
（SX22.9層）

24
（SX22.8層）

25
（SX22）

26
（SX22）

24
（SX22.8層）

28
（SX22.8層）

29
（SX22.8層）

0 10cm

図 7 　遺物実測図（ 1 / 3 ）
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10T　SX22（39～51）

10T　遺構外（52～67）

10T　カクラン

39
（SX22.9層）

40
（SX22.8層）

41
（SX22.8層）

42
（SX22.8層）

43
（SX22.8層）

46
（カクラン）

47
（カクラン）

48
（カクラン）

49
（カクラン）

50
（カクラン）

51
（カクラン）

52
（Ⅲb層）

53
（Ⅳ層）

54
（Ⅲa層）

55
（Ⅲa層）

66
（Ⅲc層）

67

0 10cm

（Ⅲa層）

65

56
（Ⅲa層）

57
（Ⅲa層）

58
（Ⅲa層）

59
（Ⅲb層）

60
（Ⅰ～Ⅱ層）

61
（Ⅲa層）

62
（Ⅲa層）

63
（Ⅲc層）

64
（Ⅲa層）

44
（SX22.8層）

45
（SX22.8層）

図 8　遺物実測図（ 1 / 3 ）



Ⅱ

開
発
事
前
審
査

18

10T　遺構外（68～74）

鍛冶関連（75～77） 石製品（78～84）

木製品（85）

68
（Ⅲa層）

69
（Ⅰ～Ⅱ層）

71
（Ⅰ～Ⅱ層）

75
（10T）

77
（6T.Ⅲa層）

76
（10T.SX22）

80
（6T.Ⅲa層）

81

0
（68～84） （85）

10cm 0 10cm

（10T.SK7.1層）

85
（9T.SE2.8層）

82
（10T.SE13.11層）

83
（10T.Ⅲa
          層）

80
（10T.SE8.8層）

79
（10T.
　Ⅲa層）

78
（10T.SX22.8層）

72
（Ⅲa層）

70
（表土）

73

74
（Ⅰ～Ⅱ層）

図 9　遺物実測図（ 1 / 4 ・ 1 / 3 ）

左：板状圧痕 右：顕著なヘラの木目
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表 3　鍛冶関連遺物観察表
掲載
No.

出土位置
層位 種別 器種

法　量（cm）
備　考

トレンチ グリッド 遺構名 長さ 幅 厚さ
75 10T 14 鍛冶関連遺物 るつぼ 口径　6.8 底径　─ 器高　3.5 色調：にぶい黄橙　10YR7/3
76 10T 12～14 SX22 鍛冶関連遺物 羽口 3.0 2.5 1.2 色調：にぶい黄橙　10Y7/4
77 6T ─ Ⅲa 鍛冶関連遺物 鉄滓 5.2 3.4 1.9

表 5　木製品観察表
掲載
No.

出土位置
層位 器種

法　量（cm） 加工痕・調整
木取り 備　考

トレンチ グリッド 遺構名 長さ 幅 厚さ 表面 裏面 側面
85 9Ｔ ─ SE2 8 底板 41.0 13.9 1.6 穴 穴 釘穴 板目 欠損品

表 4　石製品観察表
掲載
No.

出土位置
層位 種別 器種

法　量（cm）
備　考

トレンチ グリッド 遺構名 長さ 幅 厚さ
78 10T 12～14 SX22 8 石製品 石臼（上臼） 径　27.0 ─ ─ 遺存率：口縁4/36、被熱
79 10T 15 Ⅲa 石製品 砥石 10.1 3.6 1.4
80 6T ─ Ⅲa 石製品 軽石製石製品 6.8 8.7 6.1
81 10T 11 SK7 1 石製品 軽石製石製品 4.0 2.6 3.8
82 10T 21 SE13 11 石製品 軽石製石製品 2.7 2.4 1.8
83 10T 15 Ⅲa 石製品 軽石製石製品 2.6 2.7 2.3
84 10T 5 SE8 8 石製品 軽石製石製品 7.5 3.5 3.3

表 2　土器・陶磁器観察表
掲載
No.

出土位置
層位 種別 器種

法　量（cm） 色　調 胎　土
焼成

調　整 遺　存　率
備　考

トレンチ グリッド 遺構名 口径 底径 器高 胎土 釉薬 含有物 密度 外面 内面 底部 口縁部 底部
1 6T ─ SD 1 珠洲焼 擂鉢 ─ 12.0 ─ 灰10YR6/1 石英・長石・白色凝灰岩・海綿骨針 粗 還元 ロクロナデ 卸目 静止糸切 ─ 5/36 吉岡編年Ⅳ2期以降

2 9T ─ SE2 8 珠洲焼 壺 ─ ─ ─ 灰7.5Y5/1 石英・白色凝灰岩・海綿骨針 精 環元 ロクロナデ平行タタキ ロクロナデ ─ ─

3 9T ─ SE2 3 珠洲焼 擂鉢 ─ 13.0 ─ 灰7.5Y5/1 石英・白色凝灰岩・海綿骨針 精 環元 ロクロナデ ロクロナデ
卸目（1単位幅2.4cm13目） 静止糸切 ─ 4/36 吉岡編年Ⅱ2期外面・底部外面スス付着

4 9T ─ SE2 3 中世土師器 大皿 11.2 8.5 2.7 灰黄2.5Y7/2 石英・長石・雲母 精 酸化 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切 0.5/36 11/36 内面・底部外面タール付着
5 10T 5 SE9 8 越前焼 擂鉢 ─ ─ ─ 灰黄2.5Y7/2 雲母・白色凝灰岩 精 酸化 ロクロナデ ロクロナデ ─ ─ 外面スス付着

6 10T 3 SE9 下 越前焼 擂鉢 ─ ─ ─ 灰褐5YR6/2 長石・白色凝灰岩・海綿骨針 普通 酸化 ロクロナデ ロクロナデ
卸目 ─ ─

7 10T 5 SE8 1 中世土師器 小皿 7.3 5.6 1.4 にぶい黄橙10YR7/2 雲母・白色凝灰岩 普通 酸化 ロクロナデ ロクロナデ
見込み一方向ナデ ヘラ切 36/36 36/36

8 10T 5 SE8 1 中世土師器 大皿 12.1 8.5 3.1 灰白10YR7/1 雲母・白色凝灰岩 精 酸化 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切 20/36 36/36 内外面スス・油ジミ付着
9 10T 21 SE13 11 古代土師器 無台椀 ─ 5.5 ─ にぶい橙7.5YR7/4 長石 精 酸化 ロクロナデ ロクロナデ ─ 11/36
10 10T 21 SE13 11 古代土師器 小甕 （13.0） ─ ─ 灰黄褐10YR6/2 石英・チャート 普通 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36 ─ 外面スス付着
11 10T 21 SE13 11 古代土師器 小甕 ─ 6.5 ─ にぶい黄橙10YR7/2 石英・長石・雲母 粗 酸化 ロクロナデ ロクロナデ ─ 9/36
12 10T 21 SE13 11 古代土師器 長甕 （32.0） ─ ─ にぶい黄橙10YR7/2 石英・長石・白色凝灰岩 粗 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 ─

13 10T 19・20 SK15 1 古代土師器 長甕 ─ ─ ─ にぶい黄橙10YR7/3 石英・長石・雲母・白色凝灰岩
5mm大の礫 普通 酸化 ロクロナデ ロクロナデ ─ ─

14 10T 12・13 SX22 8 中世土師器 小皿 7.0 6.0 1.5 にぶい黄橙10YR7/3 長石・雲母・チャート・海綿骨針 普通 酸化 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切
板状圧痕 31/36 36/36

15 10T 12～14 SX22 8 中世土師器 小皿 7.0 6.5 1.5 灰黄2.5Y7/2 石英・長石・雲母 普通 酸化 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切（左）
板状圧痕 34/36 36/36

16 10T 12～14 SX22 8 中世土師器 小皿 7.4 6.8 1.1 浅黄橙10YR8/3 石英・長石・雲母 普通 酸化 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切
板状圧痕 20/36 19/36

17 10T 12～14 SX22 8 中世土師器 小皿 6.8 5.8 1.2 にぶい黄橙10YR7/3 石英・長石・雲母 普通 酸化 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切（左） 32/36 36/36
18 10T 12～14 SX22 8 中世土師器 小皿 7.2 6.3 1.1 にぶい黄橙10YR7/3 石英・長石・雲母・チャート 普通 酸化 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切（左） 36/36 36/36 内面タール？付着

19 10T 12～14 SX22 8 中世土師器 小皿 8.0 6.4 1.3 浅黄2.5Y7/3 石英・長石・雲母・チャート
白色凝灰岩 普通 酸化 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切 19/36 18/36

20 10T 12～14 SX22 8 中世土師器 小皿 7.0 6.0 1.2 にぶい黄橙10YR7/3 長石・雲母・チャート 精 酸化 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切（左） 14/36 15/36
21 10T 12～14 SX22 8 中世土師器 小皿 7.2 6.3 1.1 灰5Y6/1 石英・長石・雲母 精 酸化 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切（左） 28/36 36/36
22 10T 12～14 SX22 8 中世土師器 小皿 7.6 6.5 1.1 にぶい黄橙10YR7/2 石英・長石・雲母 普通 酸化 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切（左） 26/36 27/36
23 10T 12～14 SX22 9 中世土師器 小皿 7.8 7.1 1.3 にぶい黄橙10YR7/3 石英・雲母・白色凝灰岩 普通 酸化 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切（左） 25/36 36/36
24 10T 12～14 SX22 8 中世土師器 小皿 7.2 6.5 0.9 浅黄橙10YR8/3 石英・雲母 精 酸化 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切（左） 14/36 14/36

25 10T 12～14 SX22 中世土師器 小皿 7.4 6.4 1.1 浅黄2.5Y7/3 石英・長石・雲母・白色凝灰岩 普通 酸化 ロクロナデ ロクロナデ
見込み一方向ナデ ヘラ切（左） 30/36 ─ 口縁部内面スス付着

26 10T 12～14 SX22 中世土師器 小皿 7.8 6.8 1.1 浅黄2.5Y7/3 長石・雲母 普通 酸化 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切（左） 24/36 29/36
27 10T 12～14 SX22 8 中世土師器 小皿 7.3 6.7 1.0 にぶい黄橙10YR7/3 石英・長石 普通 酸化 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切（左） 18/36 26/36 内面タール？付着

28 10T 12～14 SX22 8 中世土師器 小皿 7.3 6.5 1.1 にぶい黄橙10YR7/3 長石・雲母・チャート・焼土粒 普通 酸化 ロクロナデ ロクロナデ
見込み一方向ナデ ヘラ切（左） 16/36 18/36

29 10T 12～14 SX22 8 中世土師器 小皿 8.0 7.0 1.2 にぶい黄橙10YR7/4 長石・雲母（多）・チャート 精 酸化 ロクロナデ ロクロナデ
見込み一方向ナデ ヘラ切（左） 35/36 36/36

30 10T 12～14 SX22 8 中世土師器 大皿 11.2 8.4 2.7 灰白10YR8/2 石英・雲母・白色凝灰岩 精 酸化 ロクロナデ ロクロナデ
見込み多方向ナデ

ヘラ切
板状圧痕 36/36 36/36

31 10T 12～14 SX22 8 中世土師器 大皿 11.2 8.1 2.9 にぶい黄橙10YR7/2 石英・雲母・白色凝灰岩 普通 酸化 ロクロナデケズリ ロクロナデ ヘラ切
板状圧痕 12/36 15/36

32 10T 12～14 SX22 8 中世土師器 大皿 11.3 8.7 2.8 にぶい黄橙10YR7/3 石英・雲母・白色凝灰岩 精 酸化 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切
板状圧痕 16/36 18/36

33 10T 12～14 SX22 8 中世土師器 大皿 11.6 8.3 2.5 にぶい黄橙10YR7/3 石英・白色凝灰岩 普通 酸化 ロクロナデ ロクロナデ
見込みナデ ヘラ切 11/36 12/36

34 10T 12～14 SX22 8 中世土師器 大皿 11.9 7.4 2.6 灰白10YR8/1 石英・雲母 精 酸化 ロクロナデ ロクロナデ
見込み一方向ナデ

ヘラ切（左）
板状圧痕 11/36 36/36 内外面スス付着

35 10T 12～14 SX22 8 中世土師器 大皿 11.9 9.7 2.8 灰黄2.5Y7/2 石英・長石・雲母 精 酸化 ロクロナデ ロクロナデ
見込み一方向ナデ

ヘラ切
板状圧痕 24/36 24/36 内面スス付着

36 10T 12・13 SX22 9 中世土師器 大皿 12.2 9.5 2.8 浅黄2.5Y7/3 石英・長石・雲母・チャート
白色凝灰岩 普通 酸化 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切 12/36 12/36

37 10T 12～14 SX22 8 中世土師器 大皿 12.5 8.5 3.2 浅黄2.5Y7/4 石英・長石 精 酸化 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切 8/36 12/36 内外面アスファルト付着

38 10T 12～14 SX22 8 中世土師器 大皿 12.0 9.2 3.2 灰白10YR7/1 石英・雲母 普通 酸化 ロクロナデ ロクロナデ
見込み一方向ナデ ヘラ切（左） 17/36 27/36

39 10T 12～14 SX22 9 中世土師器 大皿 11.2 8.0 3.3 灰白2.5Y8/2 石英・雲母 精 酸化 ロクロナデ ロクロナデ
見込みナデ ヘラ切 4/36 18/36 内面スス付着

40 10T 12～14 SX22 8 中世土師器 大皿 11.7 9.2 3.2 にぶい黄橙10YR7/3 石英・雲母 精 酸化 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切 21/36 14/36 内面タール・炭化物、外面タール付着

41 10T 12～14 SX22 8 中世土師器 大皿 11.9 7.9 3.0 灰白10YR8/1 石英 精 酸化 ロクロナデ ロクロナデ
見込み一方向ナデ ヘラ切（左） 36/36 36/36

42 10T 12～14 SX22 8 中世土師器 大皿 11.9 7.8 3.1 淡黄2.5Y8/3 石英・雲母 精 酸化 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切 8/36 21/36

43 10T 12～14 SX22 8 中世土師器 大皿 12.0 8.6 3.1 にぶい黄橙10YR7/3 石英・雲母・白色凝灰岩 普通 酸化 ロクロナデ ロクロナデ
見込みナデ ヘラ切（左） 9/36 36/36

44 10T 12～14 SX22 8 中世土師器 大皿 12.3 9.4 3.2 にぶい黄橙10YR7/3 白色凝灰岩 普通 酸化 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切 13/36 13/36 内面タール、外面スス付着
45 10T 12～14 SX22 8 中世土師器 大皿 12.4 8.4 3.5 灰白7.5YR8/1 石英・雲母・白色凝灰岩 精 酸化 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切（左） 15/36 21/36
46 10T 16 カクラン 青磁 椀 ─ 7.8 ─ 灰白5Y7/1 明緑灰10GY6/1 精 ─ 7/36 かわらけと同時期
47 10T 16 カクラン 白磁 皿 ─ 6.5 ─ 明オリーブ灰2.5GY7/1 精 ─ 11/36

48 10T 16 カクラン 中世土師器 小皿 8.0 7.0 1.6 にぶい黄橙10YR7/3 石英・長石・雲母・白色凝灰岩 普通 酸化 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切
板状圧痕 36/36 36/36

49 10T 15 カクラン 中世土師器 大皿 13.0 8.5 3.2 にぶい黄橙10YR7/2 石英・長石・雲母・チャート 精 酸化 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切 11/36 12/36 内面タール付着

50 10T 16 カクラン 中世土師器 大皿 11.8 7.5 3.0 浅黄橙10YR8/3 石英・長石 普通 酸化 ロクロナデ指頭圧痕 ロクロナデ ヘラ切 32/36 36/36

51 10T 16 カクラン 中世土師器 大皿 13.0 9.5 3.5 灰白10YR8/2 石英・雲母・チャート 精 酸化 ロクロナデ ロクロナデ
見込み一方向ナデ ヘラ切 3/36 9/36

52 10T 22 Ⅲb 古代土師器 鍋 （39.2） ─ ─ 浅黄橙10YR8/3 石英・長石・雲母・白色凝灰岩 粗 酸化 ロクロナデカキメ
ロクロナデ
カキメ 2/36 ─

53 10T 22 Ⅳ 古代土師器 無台椀 11.0 5.4 3.9 橙7.5YR7/6 石英・長石・白色凝灰岩 普通 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切 4/36 8/36
54 10T 12 Ⅲa 青磁 皿 10.9 5.2 2.6 にぶい黄橙10YR7/2 オリーブ灰2.5GY6/1 精 環元 見込み釉剥ぎ 畳付釉剥ぎ 4/36 14/36 内面タール付着

55 10T 4・5 Ⅲa 珠洲焼 擂鉢 （35.0） 14.0 （15.1）明褐灰7.5YR7/1 白色凝灰岩・海綿骨針 普通 酸化 ロクロナデ ロクロナデ
卸目 静止糸切 2/36 4/36 吉岡編年Ⅲ期、外面スス付着

56 10T 12 Ⅲa 中世陶器 甕 ─ ─ ─ オリーブ灰2.5GY5/1 石英・長石・白色凝灰岩 粗 環元 ヨコナデ ヨコナデ ─ ─ 狼沢窯

57 10T 12 Ⅲa 中世陶器 甕 ─ ─ ─ オリーブ灰2.5GY5/1 石英・長石・白色凝灰岩 粗 環元 タテナデ押印 ヨコナデ ─ ─ 56と同一個体、狼沢窯

58 10T 12 Ⅲa 中世陶器 甕 ─ ─ ─ オリーブ灰2.5GY5/1 石英・長石・白色凝灰岩 粗 環元 タテナデ押印 ヨコナデ ─ ─ 56と同一個体、狼沢窯

59 10T 18 Ⅲb 中世陶器 甕 ─ ─ ─ 灰10Y5/1 石英・長石・白色凝灰岩 粗 環元 タテナデ押印 ナデ ─ ─ 56と同一個体、狼沢窯

60 10T 19 Ⅰ～Ⅱ 中世陶器 甕 ─ ─ ─ 灰10Y5/1 石英・長石・白色凝灰岩 粗 環元 ヨコナデ押印 ヨコナデ ─ ─ 56と同一個体、狼沢窯

61 10T 12 Ⅲa 中世土師器 小皿 7.3 6.7 1.2 にぶい黄橙10YR7/3 長石・雲母・白色凝灰岩 普通 酸化 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切（左） 24/36 33/36
62 10T 15 Ⅲa 中世土師器 小皿 7.5 6.1 1.3 にぶい橙7.5YR7/3 雲母・白色凝灰岩 精 酸化 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切（左） 27/36 35/36

63 10T 16 Ⅲc 中世土師器 小皿 7.9 7.3 1.5 にぶい橙7.5YR7/3 石英・雲母・白色凝灰岩 普通 酸化 ロクロナデ ロクロナデ
見込み一方向ナデ ヘラ切 22/36 22/36

64 10T 18 Ⅲa 中世土師器 大皿 （11.5）（7.6） 3.1 浅黄橙10YR8/3 石英・雲母・白色凝灰岩 普通 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36 6/36
65 10T 18 中世土師器 大皿 （12.0） 9.0 2.8 にぶい橙7.5YR7/4 石英・白色凝灰岩 精 酸化 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切 1/36 6/36
66 10T 16 Ⅲc 中世土師器 大皿 12.1 9.9 3.0 黄灰2.5Y6/1 石英・雲母・白色凝灰岩 普通 酸化 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切（左） 29/36 36/36 内外面タール付着

67 10T 15 Ⅲa 中世土師器 大皿 11.5 9.0 3.2 にぶい黄橙10YR7/2 石英・雲母・白色凝灰岩 普通 酸化 ロクロナデ ロクロナデ
見込み一方向ナデ ヘラ切（左） 34/36 36/36

68 10T 12 Ⅲa 近世陶器 皿 12.1 ─ ─ にぶい黄橙10YR6/3 灰黄2.5Y6/2 ロクロナデ 8/36 ─ 1590～1610年代

69 10T 19 Ⅰ～Ⅱ 近世陶器 皿 10.2 3.9 3.1 灰オリーブ5Y5/3 普通 ロクロナデ
ロクロケズリ

ロクロナデ
胎土目積み痕 削り出し 18/36 36/36 1590～1610年代

70 10T 10 表土 近世陶器 溝縁皿 12.9 5.3 2.5 にぶい橙7.5YR6/4 灰オリーブ5Y6/2 精 ロクロナデ ロクロナデ
砂目積み痕

糸切
砂目積み痕 36/36 36/36 1610～1630年、被熱

71 10T 19 Ⅰ～Ⅱ 近世陶器 皿 12.8 4.1 4.0 灰白5Y7/2 灰オリーブ5Y6/2 ロクロナデ ロクロナデ
砂目積み痕 削り出し 2.5/36 34/36 1610～1630年代

72 10T 12 Ⅲa 近世磁器 皿 ─ （5.0） ─ 浅黄2.5Y7/3 灰白5Y7/2 砂目積み痕 ─ 3/36 1610～1630年
73 10T 1 近世陶器 碗 10.4 4.5 7.1 灰白10Y7/1 明オリーブ灰2.5GY7/1 ロクロナデ ロクロナデ 削り出し 4/36 32/36 1640～1650年
74 10T 19 Ⅰ～Ⅱ 近世陶器 碗 ─ 4.2 ─ にぶい橙5Y6/4 暗オリーブ褐2.5Y3/3 精 ロクロナデ ロクロナデ 削り出し ─ 33/36 17世紀後半、白濁釉で文様




